
からは鼻の先にあ9,大学関係者は自由に出入bできるので,よく利用させてもらったO安価で栄

養豊富を昼食にあ9つくには恰好であった｡初めはセルフサービスの一般学生向きとサービス付き

の上級食堂に分かれていたが,滞在中の後半VCは,全部がセルフ･サービス-と変化した｡ ウー リ

ッヒとルイーゼの案内で. ドナウ川北岸のシュワービ･･,シェ･7ルブに ドライグした時 昼食はt/-ゲ

ンスブルグ大学のメンザで摂った.この大学は市街地に旧キャ/パスがあるが,現在,新しいキャ

ンパスをその南部に建設中である｡超モダ/夜講義棟をど目をみはる程の立派を施設で,メソザの

内容も見事であったOそして何人ものルイーゼの知合いの学生に会ったが,セメスター毎に転々と

できる制度のため,学生間の交際範囲はきわめて広く融通がきく様である｡大学制度とはコミュニ

ケーションの場とも云えると思うので,ひきくらべてみて羨しいことであった｡

ルイーゼの都合の付かない時は代理にレナ-テがフォルクスワーゲンを調達して来て案内してく

れた｡ レナ-テはカーラや ドリスを誘い,皆でオ リンピックニトルムに登ったbしてから,もっと

もババリア風だというビアホールで乾杯したbして,愉快を休日を過ごしたo私を含めて皆で割り

勘だったことも,楽 しい思い出の原因となっている｡ (1973年11月 )

東 京 の ス カ イ ラ イ ン

正 井 春 夫

去年 (1972年 )の6月に,現在の文教育学部本館が完成してからは,研究室の窓外にすぼら

しい東京のスカイラインが展開している｡ もっとも,スカイラインといっても自動車の名前ではを

く,都市景観がつ くっている地平線のシルエットのことであるがo

第2次大戦が終って間もない頃は,この大塚あたDの高台から都心の方を望むと,議事堂ばかり

が圧倒的な高さで立っていたことを思い出すO当時,地上からの高さが64mに達する議事堂は,

日本最高の建物としてよく知られており,政治が中心であった時代の象徴的を景観としての名残り

をよく示していたものであるO

ところが,東京タワーに象徴されるような高い鉄塔がいくつも東京のスカイラインをにぎわすよ

うにを9,議事堂の圧観は急速におとろえていった｡ とはいっても,れっきとした建物としては議

事堂の雄姿は他を圧していたのである.
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議事堂が全 く見すぼらしく見えるように覆ったのは,す ぐ近 くに38階の三井霞ヶ関ピルが建っ

てからである｡ 38階にある展望台から見ると,議事堂が何と′小さく見えることか｡緩やかを坂の

上につ くった議事堂は,その坂の下の方から仰いでこそ立沢を景観夜のVC,正に見下して見るよう

になったのである｡

その38階のビルも,その後た くさんできてきた超高層ビルの存在のために,もう人々の口にあ

まりのら夜く在ってしまった｡現在,最も活発に高層化が進められているのは新宿で,50階前後

の建物が一つは完成し,あと三つが大体の姿を現わしているO四つの超高層ビルができてみると,

それまで最高を誇っていた47階の京王プラザホテルがたいして高く見えなくをってくるから不恩

義である｡

そ ういえば,かってニューヨークを旅行 した時,東京タワーよ9100メー トルも高い102階

(3807TL,テレビ塔を含めると441Tn)ものエソパイ7ステー トビルがそれほど高 く見えをか

ったことを思い出す｡まわりに数十階の ビルがい くつもあるので,それほどに感じなかったのであ

る｡ しかし, もし現在, 102階のエンパイアステー トビノレを東京の真申に建てたら,人々はどの

ような印象を受けるだろうか｡

窓外に展開するスカイラインは,日ごとに形を変えて行くようである｡だがそれにしても,まだ

1･2階の家の何と多いことか｡世界の巨大都市で,都心からそれほど離れていない所にこれだけ

の小住宅を密集させている所は他にない.まことに日本的な景観を毎Ej満興しつつ,移Dゆく景観

を眺めている｡

地 域 社 芸

内 藤 博 夫

郷土であD,居住地でもある八王子市は今や人口28万人,近年急激に都市化されつつある地域

である｡ 自宅の周辺をみても,背後にある高台を越えて,桑の実を盗み取DLをがら,小学校-通っ

た頃の畑作景観は見ることができなくなったO都市計画道路が走D,区画整理が進み,新しい住宅

が次々と建てられている｡工業団地は小学校と目と鼻の先に建てられて しまった｡たしかに生活は

便利に覆ったが何かさびしい気持に襲われる｡

-60-


